
解 答
[Ⅰ] 唄 ２ 欝 40 蔚 50 鰻 ① 黄 ② 青 ③ 青

[Ⅱ] 唄 気体Ａ ア，カ 気体Ｂ オ，キ 気体Ｃ イ，エ 気体Ｄ ア，ク

欝 なし 蔚 Ｂ 鰻 上方置換

[Ⅲ] 唄 イ 欝 エ 蔚 ① ア，オ ② エ 鰻 ア

[Ⅳ] 唄 イ 欝 イ，ウ 蔚 ６ 鰻 イ，エ 姥 ア

[Ⅴ] 唄 26.6 欝 ① エ ② ア 蔚 ア 鰻 イ 姥 ア 厩 ウ

[Ⅵ] 唄 おもりＸ 200 Ｐ 500 欝 おもりＹ 100 おもりＺ 25 蔚 水中の体積 100 Ｑ 500

[Ⅶ] 唄 ばねＡ ３ ばねＢ ４ 欝 40 蔚 ９ 鰻 ２

解 説
[Ⅰ] 鰻 グラフより，水酸化ナトリウム水溶液が塩酸Ａを完全中和するには塩酸Ａと同じ量が，塩酸Ｂを完全に中和

するには塩酸Ｂの半分の量が必要であるとわかります。よって，水酸化ナトリウム水溶液を，①のときは1.5

（１＋ ），②のときは２（１＋ ），③のときは2.5（１＋ ）の割合で加えると，水溶液は完全中和します。
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したがって，①のときは塩酸が一部反応せず残っているので黄色，②・③のときは水酸化ナトリウム水溶液が

一部反応せず残っているので青色になります。

[Ⅲ] 蔚 温度とヨウ素反応の関係を明らかにするためには，温度以外の条件がウと同じア・オの結果を，だ液とヨウ

素反応の関係を明らかにするためには，だ液の有無以外の条件がウと同じエの結果を比較する必要があります。
う む ひ かく

鰻 だ液の中のアミラーゼがでんぷんを糖に分解することで，ヨウ素反応が見られます。アミラーゼは37～40℃
とう

くらいでよくはたらき，０℃に冷やしても37～40℃まで温めるとふたたびはたらくようになりますが，一度60

℃以上に熱すると，37～40℃にもどしてもはたらきはみられなくなります。

[Ⅳ] 欝 昼の長さが短くなってくると花芽をつくる植物を短日植物といい，夏から秋にかけて花をさかせます。コス
か が

モスやイネも短日植物です。

鰻 トウモロコシやマツの花のように，風に運ばれて受粉する花粉をつくる花を風媒花，カボチャやヘチマの花
ふうばい か

のように，こん虫によって運ばれる花粉をつくる花を虫媒花といいます。風媒花は目立たない花をつけ，花粉

は軽く，大量につくられます。

[Ⅴ] 唄 北半球の冬至の日の太陽の南中高度は，「90－その土地の緯度－23.4」で求めることができます。
とう じ い ど

欝 直径５mm以上の氷の粒を 雹 ，５mm未満の氷の粒を 霰 といいます。雲の中の氷の粒が積乱雲の発達した上昇気
つぶ ひょう あられ

流に支えられて，地上に落ちずに上昇と下降をくり返す内に大きくなることで 雹 ができます。
ひょう

鰻 フズリナとサンヨウチュウは古生代，アンモナイトは中生代，マンモスは新生代に生きていた生物です。

[Ⅵ] 唄 天 井 Ｐから板をつるしている点を支点，板の右端の糸にかかる力を□ｇとすると，板を時計回りに回そうと
てんじょう みぎはし

する力は300×４，反時計回りに回そうとする力は300×２＋□×６と表すことができます。板は水平になって

いるので，300×４＝300×２＋□×６が成り立ち，□＝100となります。このことから，おもりＸの重さは200

ｇ（100×２）であるとわかります。また，天井Ｐにかかる力は500ｇ（300×２－100）です。

欝 おもりＡをつるしている板を見ると，左右の端からおもりＡまでの距離の比は１：２なので，左右の糸にか

かる力の比は２：１となり，左端の糸にかかる力は200ｇ（300× ）であるとわかります。よって，おも
２

２＋１
りＹの重さは100ｇ（200× ）です。また，右端の糸にかかる力は100ｇ（300× ），一番右の板の，左
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右の糸にかかる力の比は３：１なので，右端の糸にかかる力は25ｇ（100× ）となり，おもりＺの重さ
１

３＋１
も25ｇとなります。

蔚 右端の糸にかかる力は200ｇ（300×４÷６）です。ここから，右側のおもりＡには100ｇ（300－200）の浮
ふ

力 がはたらいているので，水中に沈んでいる部分の体積は100安（100÷１），天井Ｑにかかる力は500ｇ（300
りょく しず

＋200）とわかります。

[Ⅶ] 蔚 右図のとき，ばねはかべからも60ｇの力を受けています。図３のＡ・Ｂ

のばねは，右図と同じように力を受けているので，のびの合計は9cm（６

＋３）です。

鰻 ばねＡとばねＢには同じ大きさの力がはたらいているので，ばねののびの

比は２：１となります。ばねＡとばねＢののびの合計は６cm（46－20×２）

なので，ばねＢののびは２cm（６× ）となります。
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